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神奈川県立厚木高校77期生 2年D組3班α

『よっこいしょ！』よりも力を
発揮しやすい掛け声の検討
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1.【背景】

人間生活において,
大きな力を必要とする場面は
数え切れないほど存在する.

ex)介護,運送業,災害時
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2.【先行研究】
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『一致効果』

50音にそれぞれ
対応する向きがあ

る.

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ



2.【先行研究】

一致効果
①

特定の音を
それに対応する方向を

向いて発音

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ

力を発揮しやすい
(＜実験1＞)
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2.【先行研究】

一致効果
②特定の音を発音する

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ

その音に対応する
方向への運動が
しやすい

(＜実験２＞,＜実験３＞)
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2.【先行研究】

『組み合わせ効果』
 2種類
前：右前→左後
左：左後→左前
後： 左前→右後
右： 右後→右前
3種類
上：右前→左後→左前
下： 左後→左前→右後

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ
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2.【先行研究】

『組み合わせ効果』
 2種類
前：右前→左後
左：左後→左前
後： 左前→右後
右： 右後→右前
3種類
上：右前→左後→左前
下： 左後→左前→右後
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図2 組み合わせ効果のみられる音と向きの組み合わせ



3.【目的】

日常生活で力が必要となる場面において

「一致効果」を見出して
より大きな力を発揮できる,
実用的な掛け声を提案する.

9/30



4.【実験】

実験1 実験2 実験3

一致効果の
存在の確認

持ち上げ動作で
検証

大きな力での
持ち上げを検証
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4.【実験1】再現実験

実験1 実験2 実験3

一致効果の
存在の確認

持ち上げ動作で
検証

大きな力での
持ち上げを検証
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4.【実験1】方法

図3 圧力測定装置を使った実験の概要 12/30

・発音パターン
「あ」,

「な」
・向きのパターン

右前,左前

倒れないように耐える.
耐えやすさを
被験者の主観で評価.
両肩で実施.

図2 マイクロコンピューター

Arduino UNO®[9]



2.【先行研究】(再掲)

一致効果
①

特定の音を
それに対応する方向を

向いて発音

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ

力を発揮しやすい
(＜実験1＞)
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4.【実験1】結果
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「あ」の時は
右方向を見て左肩を,

「な」の時は
左方向を見て左肩を
押されたとき,
耐えやすい人が多い.

表1 押す肩,顔を向ける向きごとの「あ」の発音の耐えやすさの結果 (人)

表2 押す肩,顔を向ける向きごとの「な」の発音の耐えやすさの結果
(人)



4.【実験1】

実験1 実験2 実験3

一致効果が
存在した

持ち上げ動作で
検証

大きな力での
持ち上げを検証
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4.【実験2】持ち上げ動作

実験1 実験2 実験3

一致効果が
存在した

持ち上げ動作で
検証

大きな力での
持ち上げを検証
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4.【実験2】持ち上げ動作
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被験者:19人
発音パターン

・無言

・｢あかな｣を言いながら

・｢かなば｣を言いながら

・｢あかな」を言ってから

・｢かなば」を言ってから
図n 実験2の概要



2.【先行研究】(再掲)

『組み合わせ効果』
 2種類
前：右前→左後
左：左後→左前
後： 左前→右後
右： 右後→右前
3種類
上：右前→左後→左前
下： 左後→左前→右後
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図2 組み合わせ効果のみられる音と向きの組み合わせ



4.【実験2】結果
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「あかな」と言いながらが
一番持ち上げやすい

10人
表4 それぞれの条件が持ち上げやすさ1位と評価された人数 (人）



4.【実験2】結果 フリードマン検定
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無言 ,｢あかな｣,｢かなば｣ の条件間で
被験者による持ち上げやすさに有意な差がない.

検定の結果 (有意水準α=0.05)
言ってから持ち上げる p値 > 0.05 差なし
言いながら持ち上げる p値 < 0.05 差あり

帰無仮説



4.【実験2】

実験1 実験2 実験3

一致効果が
存在した

持ち上げ動作で
実証できた

大きな力での
持ち上げを検証
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4.【実験3】RM測定

実験1 実験2 実験3

一致効果が
存在した

持ち上げ動作で
実証できた

大きな力での
持ち上げを検証

22/30



4.【実験3】方法

図4 持ち上げるおもりの設置方法
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①おもりを何回
持ち上げられたか

測定
②1 RMに変換

発音パターン
・無言
・｢よっこいしょ｣
・｢あかな｣
・｢いきに｣
・｢かなば｣
(組み合わせ効果より)



4.【実験3】結果
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図5 各条件下での1 RMの値(kg)



4.【実験3】結果
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図6 各条件下での1 RMの値(kg)



4.【実験3】考察
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図5 各条件下での1 RMの値(kg)

・データ数の問題
・安全上の問題
→手法の再検討

｢よっこいしょ｣ 1RM上昇を示唆

一致効果が見られる発音 1RMにばらつき



4.【実験3】

実験1 実験2 実験3

一致効果が
存在した

持ち上げ動作で
実証できた

大きな力での
一致効果みられず
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5.【結論】

実験2

持ち上げ動作で
実証できた

一致効果により
「あかな」発音しながら
持ち上げやすさは向上.
ただし,最大筋力量は
上昇せず.
(検体が少ないので要検討.)
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【実験2】補足事項
表4 それぞれの条件が持ち上げやすさ1位と評価された人数 (人）表3 10 kgの箱の持ち上げやすさの順位の回答結果

(位)

明らかに言いながら「あかな」が
一番持ち上げやすいと答えた人が
多い.



【先行研究】

『組み合わせ効果』
 2種類
前：右前→左後
左：左後→左前
後： 左前→右後
右： 右後→右前
3種類
上：右前→左後→左前
下： 左後→左前→右後

図1 一致効果のみられる音と向きの組み合わせ



●1RM(最大筋力量)とは

計算からもとめたその人が1回だけ持ち上げられる重量

●1RMへの変換
持ち上げた重量m kg,持ち上げられた回数n 回の1 RMの値
はこのように表される.
1 RM = mn / 33.3 + m

【実験3】1RMへ変換



「よっこいしょ」を選んだ理由

実体験に基づいて.
実感として、使用頻度が高いと判断したため.
もっと実用的なものはないか.

実態に基づいているのか.
ほかの発音パターンも見てみるべきでは.
→日本語日常会話コーパス



日本語日常会話コーパスとは

200時間分の日常会話を含む話し言葉を収録し
た国立国語研究所が作成したデータベース

利用申請中
→更なる探求ができる.



具体的な手法

・筋電図を用いる.
→実際の筋力の発揮のされ方の観察.

・デッドリフトでRM測定する.
→実際に動きに遠いが安全にもっと正確.

筋力の発揮のされ方を実際の動作と遠くても
正確に判断する.
→それができてから応用すべき.



【実験2】結果
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帰無仮説; 無言,あかな,かなばの条件間で
被験者による持ち上げやすさに有意な差がない.

検定の結果
→言ってから持ち上げる p値:0.26991
言いながら持ち上げる p値:0.00075073

(有意水準α=0.05)
言いながらだと無言,あかな,かなばの条件間で被験者による
持ち上げやすさに有意な差が認められる.



圧力測定装置詳細

図3 圧力測定装置を使った実験の概要 図7 圧力センサの回路図



フリードマン検定



5.【実験1】方法

①被験者はダンボールの上に乗る.
②被験者は,右や左を見て「あ」と「な」と言う. 
③実験者は被験者の横から肩を押し(※1),

その時に被験者は倒れないように耐えようとする.
④その時の耐えやすさを被験者の主観で評価する.

※1 肩を押す際の力を一定にするため,
圧力測定装置を使用する.



5.【実験2】方法

●方法

①被験者の足先から10 cmの所にペットボトルが入った箱を
設置する.

②被験者に以下のパターンで箱を持ち上げさせる.

・無言

・｢あかな｣を言いながら

・｢かなば｣を言いながら

・｢あかな」を言ってから

・｢かなば」を言ってから



5.【実験3】方法

●概要
一致効果に基づいて,大きな力での持ち上げ動作に
応用可能かを調べる.

●被験者 班員４人

●材料 角材,おもり

図4 持ち上げるおもりの設置方法



5.【実験3】考察

・一致効果が見られる発音最大筋力量(1RM)の
上昇は見られなかった.

・「よっこいしょ」は1RMが大きくなる可能性がある.
・データの数が少ないので

もっと増やすべき.
→安全上の問題
→手法を変える必要有り.

図6 各条件下での1 RMの値(kg) 図5 各条件下での1 RMの値(kg)



6.【結論】

一致効果により
「あかな」発音しながら
持ち上げやすさは向上.
ただし,最大筋力量の上昇は見られなかった.
(検体が少ないので要検討.)
最大筋力量より大幅に小さい力での
持ち上げやすさ(主観)の向上を図ることができた.



4.【実験2】考察
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検定の結果
条件間に持ち上げやすさの差がある.

表4 それぞれの条件が持ち上げやすさ1位と評価された人数 (人）

「あかな」と言いながら持ち上げるときに
持ち上げやすいといってよい.


